
（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

Ⅰ 1 (1) ①理念、基本方針が明文化さ
れ周知が図られている。

b

・理念と行動方針として「必要とされるサービスを、必要と
される時に、必要とされる場所で、ご提供いたします」「ご
利用者の皆様の満足感・安心感・信頼感の得られる介護サー
ビスを、一体的に提供することを第一義とします」を掲げて
いる。施設内の掲示をはじめ、パンフレット、ホームページ
などに掲載し、関係者（利用者、家族、地域、職員）への周
知に努めている。
・周知あるいは理解を深めてもらうための取り組みはなされ
ているが、このカテゴリーに関する職員自己評価の結果は、
約７割が「できていないところがある」や「できていない」
に回答していたことが懸念される。更なる取り組みを検討さ
れたい。

Ⅰ 2 (1) ①事業経営をとりまく環境と
経営状況が的確に把握・分析
されている。

ａ

・施設内においては、経営幹部職員（施設長、事務長、各部
署主任、相談員など）が出席する定例の施設運営会議（毎月
第２木曜日・１3：3０～）を開催しており、事業計画の策
定、事業の進捗状況の確認など施設運営に関わる事項を検証
し、事業計画の推進（達成）をサポートしている。
・法人は高齢・障害の各分野において複数の施設を運営して
いることを踏まえ、法人主催の施設長会議を定期的に開催し
ており、個々の施設からコスト分析や利用者の推移、利用率
等の分析などの報告を受け、「各施設が法人理念の達成」に
向けて事業を行っている。

Ⅰ 2 (1) ②経営課題を明確にし、具体
的な取り組みを進めている。

ａ

・経営課題については、施設運営会議において月単位に事業
の進捗状況を検証する中で詳らかにし、年度末の総括によっ
て課題や未達成事項は次年度計画に盛り込むことにしてい
る。具体的には、サービス内容向上、組織体制や設備・備品
の整備、職員体制、人材育成、財務状況の改善等に向けて取
り組んでいる。
・具体的な改善項目としては、「職員のスキルのさらなる向
上」「人件費の適正化」「目標とする利用稼働率の達成」
「働きやすい職場環境作り」などとしている。中でも本年度
は退職率が低下していることがが報告されており、一歩一歩
ではあるが成果が上がっていることが伺える。

Ⅰ 3 (1) ①中・長期的なビジョンを明
確にした計画が策定されてい
る。

ａ

・法人として「経営改善」中長期計画の中心に位置付けてお
り、それを受けて施設では「稼働率及び収支目標の設定」
「人員計画」を立案し、進捗・達成状況などを詳らかに出来
るようにしている。施設運営会議において毎月振り返りを行
い、年度末には進捗状況を確認して、必要に応じて次年度計
画に盛り込み、達成に取り組んでいる。
・ただし、このカテゴリーに関する職員自己評価の結果は、
「できていないところがある」や「できていない」「分から
ない・知らない」に回答が集中していることが懸念される。
職員への中長期計画のさらなる理解を深める取り組みが必要
とされる。

Ⅰ 3 (1) ②中・長期計画を踏まえた単
年度の計画が策定されてい
る。

ａ

・施設全体の単年度事業計は中・長期事業計画の目標を骨子
とし、さらに前年度の事業総括を基に策定されている。本年
度の事業計画は、「経営の安定化」「サービスの質の向上」
「人材の確保と育成」「法令順守とリスク管理」「防火・防
災対策」の５項目の重点目標を掲げている。
・さらに、重点目標を達成するために特別養護老人ホームと
しては、「平均利用率９６．５％以上を目標」「質の高い
サービス提供」「ユニットごとの特色作り」「娯楽・趣味活
動の充実」などのを明示している。さらに、実務に円滑に移
行させるための、アクションプラン作りが望まれる。

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅰ 3 (2) ①事業計画の策定と実施状況
の把握や評価・見直しが組織
的に行われ、職員が理解して
いる。

b

・事業計画は各部署ごとに単年度事業の達成状況や中・長期
事業計画の進捗状況などをトレースし、毎年２月頃の施設運
営会議において検証する流れとしている。それらの単年度総
括を基に次年度の事業計画の策定に繋げており、職員参加の
もとで、事業計画書や事業報告書の作成に臨んでいることが
うかがえる。
・事業報告書の記載内容は、「ザックリした全体総括」「各
事業の実施状況」に記載に留まっていることから、「事業計
画が達成されたか否か」あるいは「達成された事業」「未達
成の事業」などが読み取れる内容にすることも検討された
い。職員に、より一層の理解を深めてもらえるような取り組
みに注力されたい。

Ⅰ 3 (2) ②事業計画は、利用者等に周
知され、理解を促している。

b

・利用開始時には利用者や家族に対して事業内容を説明し、
重要事項説明書や契約書同様に、理解納得を得て入居手続き
をする流れとしている。また、事業計画はホームページにも
掲載したり、事務室受付に常置して、利用者や家族などの関
係者がいつでも閲覧できるようにしている。
・複合施設全体（特養、ショーステイ、デイサービスなど）
の活動を標記した広報紙（土浦晴山苑通信）を毎月発行して
おり、実際の事業活動をタイムリーに伝えることや理解を深
めてもらえるようにしている。さらに、家族懇談会などの
フォーマルな機会において伝えることも望まれる。

Ⅰ 4 (1) ①福祉サービスの質の向上に
向けた取組が組織的に行わ
れ、機能している。

ａ

・「サービスの質の向上」については、本年度の重点目標と
して「個別介護計画に基づいた生活支援」「安全で快適な生
活環境の整備」「重度化した利用者への処遇の充実」の３項
目を掲げている。日常的な支援に関する事柄はユニット会
議、部署間の調整などを必要とする内容についてはリーダー
会議、事業計画上の進捗あるいは達成状況については施設運
営会議で検証を行う流れとしている。
・利用者や家族の意向や要望については、ケアカンファレン
ス（サービス担当者会議）で把握し、支援（サービス）に反
映させることにしている。

Ⅰ 4 (1) ②評価結果にもとづき組織と
して取組むべき課題を明確に
し、計画的な改善策を実施し
ている。

b

・単年度事業計画を策定する際には、各部署において当該年
度の事業を総括し、達成状況や課題の抽出のもとに取り組ん
でいる。また、それらは月単位で開催されている施設運営会
議において検証されており、月次、四半期、年次などの期間
を定めて組織一丸となってなされていることがうかがえる。
・ただし、このカテゴリーに関する職員自己評価の結果は、
リーダー職員の６７％、一般職員の４８％が「できていない
ところがある」に回答していたことが懸念される。「すぐ出
来ること」「一定の時間を要すること」などに分類し、具体
的な改善策を構築することが望まれる。

Ⅱ 1 (1) ①管理者は、自らの役割と責
任を職員に対して表明し理解
を図っている。

b

・法人の各施設の責任者が出席する施設長会があり、管理者
は事業の進捗状況を報告するとともに、他の施設の動向など
を把握している。それらの情報は定例の施設運営会議におい
て報告され、法人としての経営状況、運営管理に関する取り
組みなどの共通認識を図ることに繋げられている。
・また、法人として目標管理に基づく人事考課制度を敷いて
おり、個人面談において職員が掲げた目標の達成状況を確認
したり、人事考課のフィードバックを行っている。個人面談
では、就業状況を把握するとともに要望や意見なども聴き
取っている。さらに職員一人ひとりの理解を深める事にも注
力されたい。

2



（特別養護老人ホーム）

対
象
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判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅱ 1 (1) ②遵守すべき法令等を正しく
理解するための取組を行って
いる。

ａ

・守るべき法・規範・倫理については、就業規則や個人情報
保護規程に明示し職員へ周知している。さらに、職業倫理を
テーマとした研修を設けて、職員への注意喚起を促してい
る。入職時には就業規則や服務規程の説明を行い遵守を徹底
している。また、新人研修では個人情報の漏えいや虐待の防
止などを徹底している。虐待防止法や個人情報保護のマニュ
アルが整備され、様々な場で確認されている。
・今回行った利用者調査や家族アンケートにおいても「尊厳
の尊重に関する各設問」において高い満足度が得られてお
り、施設の取り組みが、成果を得ていることがうかがえる。

Ⅱ 1 (2) ①福祉サービスの質の向上に
意欲をもち、その取組に指導
力を発揮している。

ａ

・「サービスの質の向上」については、事業計画の重点目標
として位置付けており、施設一丸となって取り組んでいるこ
とがうかがえる。また、ユニット会議、リーダー会議、施設
運営会議、サービス担当者会議など、様々な会議体を通じて
検証を行う流れも定着している。
・職員のスキルアップを図ることを目的とした各種の研修機
会を設けており、勤務シフトなどを調整して積極的な参加を
促している。各種の取り組みも定着していることがうかがえ
る。本年度は職員の定着率も高くなっており、経営層の指導
力が発揮されていることが見受けられる。

Ⅱ 1 (2) ②経営の改善や業務の実行性
を高める取組に指導力を発揮
している。

ａ

・法人の中・長期計画においても「経営改善」を掲げてお
り、施設においても単年度事業計画の重点目標の筆頭項目と
して明示している。具体的には「経営の安定化」と題して、
①各施設の目標稼働率を達成し、安定した経営基盤の構築。
②新たな加算を取得可能なものにするため体制整備。③退所
や長期入居にかかる空床期間の短縮化による稼働率の維持向
上。④電力の自由化に伴う電気料金の削減。の４項目の具体
的な施策を掲げ達成に取り組んでいる。
・施設一丸となって、経営の改善や業務の実効性の向上に向
けて、人事、労務、財務等を分析し改善に取り組んでいる。

Ⅱ 2 (1) ①必要な福祉人材の確保・定
着等に関する具体的な計画が
確立し、取組が実施されてい
る。

ａ

・法人が制定している人事制度に明示された職員採用要領に
基づいて人材採用に取り組み、適材適所な人員に努めてい
る。また、個人面談によって個人目標を組織目標と整合さ
せ、成果に対する評価を行っている。さらに、キャリアパス
や人事考課制度を整備し近代的な職場環境作りを目指してい
る。介護処遇改善加算を取得し、有資格職員への手当金に上
乗せし、処遇の改善を行っている。
・施設では数年来職員の離職率が高かったことを踏まえ、経
営層が職員一人ひとりと日常的にコミュニケーションを図る
ことに注力した。本年度は高い成果が上がっていることがう
かがえる。

Ⅱ 2 (1) ②総合的な人事管理が行われ
ている。

ａ

・職能資格等級要綱（運用詳細）や業務分掌を設けており、
新入職員から施設長に至る職能区分、資格定義、業務内容を
明示している。人事考課制度を導入しており、Do－Capシー
トに基づき、職員が自ら立てた目標の達成度と達成のための
プロセスを評価し、評価結果を年２回の給与に反映させる手
法になっている。
・この制度には、職員のモチベーションアップ、職員の能力
向上、利用者サービスの充実など多くの狙いと期待が含まれ
ている。人員基準(採用、異動、昇進、昇格等)が就業規則等に
定め、職員に周知している。年に2回(上期・下期)、人事考課
要綱に基づいた職員の専門性や能力、成果について評価を
行っている。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅱ 2 (2) ①職員の就業状況や意向を把
握し、働きやすい職場づくり
に取組んでいる。

ａ

・勤怠管理システムによって、勤務状況・所定外労働時間・
有休取得数等の管理を実施しており、問題点があれば部署責
任者より助言や指導を実施して改善に努めている。年2回実施
している職員面談において意見をくみ取り、それらに対する
解答や改善活動に取り組んでいる。
・タイトな人員体制になっていることを踏まえ、事業計画に
おいて「人材の確保と育成」を掲げ、３項目からなる具体的
な取り組みを明示している。さらに、今回行った職員自己評
価の自由意見欄にも人事にまつわる様々な意見が聞かれてい
たことを踏まえ、改善の取り組みをさらに強化させることを
目指されたい。

Ⅱ 2 (3) ①職員一人ひとりの育成に向
けた取組を行っている。

ａ

・法人では職員一人ひとりの「個人別育成計画」を作成して
おり、育成状況に合わせて各種の内外研修に参加できる仕組
みが整っている。また内部研修については、常勤及び非常勤
のすべての職員を対象に開催している。
・個別テーマの研修についても計画に沿って開催しており、
今年度は内部研修として、感染症対策、リスクマネジメン
ト、褥瘡対策、ケアプラン、ユニットケア、緊急時対応、介
護技術、腰痛予防、権利擁護、メンタルヘルスなど１０テー
マ、１９回計画している。また外部研修として２８テーマへ
の職員派遣に取り組んでいる。

Ⅱ 2 (3) ②職員の教育・研修に関する
基本方針や計画が策定され、
教育・研修が実施されてい
る。

ａ

・事業計画書の重点目標のひとつとして「人材確保と育成」
を掲げた。これは、組織が職員に必要とされる専門技術の向
上や資格取得支援を行うもので、計画的に教育、研修を実施
している。
・目標管理に基づき、職員個々の能力開発や施設側が各職員
に望む能力向上の領域などを職員一人ひとりと共有してい
る。研修計画は施設内研修・外部研修などを組み合わせて、
勤務調整を行ったうえで職員が必要な研修に参加できるよう
にしている。研修を修了した職員は、伝達研修の機会を設け
ている。さらに、職員の意向や職務経験・資格取得状況など
を踏まえて個人別の研修計画を充実させることを目指してい
る。

Ⅱ 2 (3) ③職員一人ひとりの教育・研
修の機会が確保されている。

ａ

・職員の業務実績・能力・意欲の評価を統一的に、定期的に
実施している。個人面談を通じて目標設定や評価を行い、昇
給・昇格・賞与査定・配置・教育訓練の適性化につなげてい
る。職員研修については、内部研修として、部会や委員会が
中心となり緊急時対応をはじめ介護技術に関する幅広い講座
を設けたり、各種の外部研修に職員を派遣して資質の向上に
取り組んでいる。内部研修では同一テーマを複数回実施し
て、必要な研修をより多くの職員が受けられるようにしてい
る。
・職員自己評価では、施設の取り組みが概ね理解されてお
り、職員育成に関する評価の声が聴かれている。

Ⅱ 2 (4) ①実習生等の福祉サービスに
関わる専門職の教育・育成に
ついて体制を整備し、積極的
な取組をしている。

ａ

・実習生等の福祉サービスに関わる専門職の教育・育成に関
する基本姿勢の明文化をはじめ、福祉サービスの専門職の教
育・育成についてのマニュアルを整備している。学校側と、
実習内容について連携してプログラムを整備するとともに、
実習期間中は引き続き学校側と連携を図っている。
・昨年度は、義務教育教員免許志願者介護体験１０名、福祉
系専門学校介護実習生（若干名）を受け入れており、地域
（外部）に対して開かれた施設運営の実践に取り組んでいる
とともに、利用者が職員以外の地域の人々と触れ合う機会に
もなっている。さらに拡充（拡大）することが期待される。

4



（特別養護老人ホーム）
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福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅱ 3 (1) ①運営の透明性を確保するた
めの情報公開が行われてい
る。

ａ

・パンフレット、広報紙「土浦晴山苑通信」などの媒体を用
意して、利用希望者への情報提供に取り組んでいる。パンフ
レットは複合施設全体として作成されており、入居者の生活
の様子をはじめショートステイや通所介護の取り組みを伝え
る幅広い内容になっている。祭事やイベントなどの情報を写
真を用いて伝えており、関係機関へも配布されており、地域
への情報提供にも努めている。
・ホームページにより、基本方針、サービス内容、事業計
画、事業報告、決算情報を開示している。苦情、相談の体制
及び内容について公表して事業の透明性を担保している。

Ⅱ 3 (1) ②公正かつ透明性の高い適正
な経営・運営のための取組が
行われている。

ａ

・事務事項に関するルールについては入職時に説明し、経営
数値などについては都度、会議において説明し周知に努めて
いる。また、労務・経理関係について必要に応じて、社労士
や会計士に相談・助言を得たり、監査法人による会計監査に
より、経理財務内容のチェックを受け、公正な施設運営に取
り組んでいる。
・また、外部の専門機関による指導を埋めた際には、都度そ
の内容について改善し、理事会や評議会の承認を受ける流れ
としている。

Ⅱ 4 (1) ①利用者と地域との交流を広
げるための取組を行ってい
る。

ａ

・年間の行事計画の中には、お花見や外食などの外出機会を
設けて社会資源の活用に取り組んでいる。また、事業で開催
している納涼際をはじめ、地域で開催されているおおつ野
フェス・上大津公民館祭り等にも参加しており、地域の人々
と交流する機会になっている。
・個々の利用者のニーズに応じた買い物や外出などレクリ
エーションなどにも柔軟に取り組んでおり、それらの様子は
広報紙（土浦晴山苑通信）を通じて関係者に伝えている。さ
らに、ユニットの掲示板や壁面を用いて写真などを掲示する
ことも検討されたい。

Ⅱ 4 (1) ②ボランティア等の受入れに
対する基本姿勢を明確にし体
制を確立している。

ａ

・地域住民などををボランティアとして受け入れており、登
録手続、ボランティアの配置、事前説明等に関する項目が記
載されたマニュアルを整備している。昨年度は、傾聴や演芸
などに加え、近隣の保育園児が訪れ、歌や遊戯を披露してく
れるなど、幅広い受け入れを実施している。
・昨年度はボランティア延べ約２００名の受け入れを実施し
ており、地域の人々との交流の場を設けている。クラブ活動
の講師や演芸に加え、作業的な手伝いや外出支援のサポート
など、介護補助の役割を担うボランティアの募集が望まれ
る。

Ⅱ 4 (2) ①福祉施設・事業所として必
要な社会資源を明確にし、関
係機関等との連携が適切に行
われている。

ａ

・１階事務室には広報紙をはじめ地域情報紙などを常置して
おり、いつでも閲覧することができるようにしている。ま
た、地域での催し物については情報提供し、参加者を募って
支援することにしている。地域のお祭りなどへ参加している
ことが報告されている。ただし、外出となると、身体的に可
能な利用者や体力的に問題が少ない利用者などが対象とな
り、全員が参加することが難しいことを認識している。
・各ユニットには掲示板が設けられていることを踏まえ、市
報をはじめ地域のイベント情報など掲載して、利用者に対し
て地域情報を提供することも望まれる。

Ⅱ 4 (3) ①福祉施設・事業所が有する
機能を地域に還元している。

b

・地域の保育園との交流や実習生、各種のボランティアを積
極的に受け入れており、施設一丸となって地域との交流に取
り組んでいる。地域との取り組みについては、１階のスペー
スを活用した納涼祭が中心になっていることから、施設の専
門性を地域住民に還元する機会を充実することが望まれる。
・自治会との交流を図るなどによって、各種の専門職による
講演会を開催したり、高齢福祉（介護保険）に関する啓発活
動を行い、施設の専門性を活かした取り組みを充実させるこ
とを検討されたい。

5



（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅱ 4 (3) ②地域の福祉ニーズにもとづ
く公益的な事業・活動が行わ
れている。

b

・関係機関（病院・地域包括・行政等）や市の事業者連絡会
に参加し様々な情報交換などを行っている。また、複合施設
の強みを活かし、他事業所からも地域の情報を得ている。ま
た、福祉用具などの取引先とも連携し地域ニーズを把握し、
地域の施設として専門性を発揮できるようにしている。
・さらに、施設内の会議室などを地域の団体などに貸し出
し、ボランティアや実習生の受け入れなどと合わせて、利用
者が職員以外の人々や地域社会と交流する機会を充実させる
ことも検討されたい。

Ⅲ 1 (1) ①利用者を尊重した福祉サー
ビス提供について共通の理解
をもつための取組を行ってい
る。

ａ

・職員として守るべき法、規範、倫理などは入職時研修をは
じめ、運営規程などの諸規程に明示して周知に努めている。
権利擁護、虐待防止などについては委員会活動の中で検証
し、身体拘束ゼロに向けて話し合っている。また、職員が理
解し実践していくため平成31年度事業計画に「法令順守とリ
スク管理」を明示している。
・今回行った利用者調査や家族アンケートにおいても、尊厳
の尊重に関しては高い満足度がうかがえた。施設の取り組み
が成果を得ていることは伺えるが、さらに、接遇マナーの向
上について専門的に検証する委員会を設置することも検討さ
れたい。

Ⅲ 1 (1) ②利用者のプライバシー保護
等の権利擁護に配慮した福祉
サービス提供が行われてい
る。

ａ

・個人情報保護については、１階の玄関の掲示板に張り出
し、広く伝わるように配慮している。職員は入職時に個人情
報の取り扱いについて説明を受け、誓約書を交わしている。
利用者に対しては利用開始時に重要事項説明の中で、個人情
報に取り扱いについて説明し、同意書を交わしている。
・利用者のプライバシー保護や虐待防止等の権利擁護につい
て、規程・マニュアルを整備しており、必要とする基本的な
知識、社会福祉事業に携わる者としての姿勢・責務、利用者
のプライバシー保護や権利擁護について、研修を実施して周
知に努めている。

Ⅲ 1 (2) ①利用希望者に対して福祉
サービス選択に必要な情報を
積極的に提供している。

ａ

・利用希望者や家族に対しては、ホームページや複合施設全
体のパンフレット、行政ガイドブックやホームページで情報
提供している。ホームページの定期的な更新をはじめ、広報
誌「土浦晴山苑通信」を毎月発行し、関係機関や利用者、家
族に対しては定期的に配布している。
・見学や問い合わせについては生活相談員がいつでも対応で
きるようにしており、見学については家族の日程に合わせて
対応している。家族やケアマネジャーからの問い合わせが中
心になっていることが報告されており、見学時にはパンフ
レットを渡して、居室や浴室等を丁寧に案内することを心が
けている。

Ⅲ 1 (2) ②福祉サービスの開始・変更
にあたり利用者等にわかりや
すく説明している。

ａ

・施設見学時と居住場所にうかがう事前面談などを通じて、
利用者や家族の意向や要望を把握することに取り組んでい
る。重要事項説明書や契約書なども入居前に説明し、入居日
に再度確認して締結することを取り決めている。
・入居時には暫定ケアプランを提示してサービスを開始し、
一定期間の様子観察後に本プランに切り替える流れとしてい
る。以降、ケアプランの短期目標は６か月に設定しており、
都度ケアプランの達成度や進捗状況を、多職種が出席するカ
ンファレンスを開催して検証している。利用者や家族にも出
席を促して、確認することにしている。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅲ 1 (2) ③福祉施設・事業所の変更や
家庭への移行等にあたり福祉
サービスの継続性に配慮した
対応を行っている。

ａ

・現在、入居者の平均年齢８９．３３歳、平均介護度３．８
が報告されており、高齢化や重度化の傾向は否めない。昨年
度の退所者２０名の内、９名は他界、１０名が医療機関への
入院、１名が他の福祉施設への入居になっている。入院時に
は相談員が同行して利用者の様子を伝えたり、必要に応じて
ケース記録や看護記録をもとに説明を行うことで、支援の継
続性に取り組んでいる。
・終末期の対応として、「看取介護」に取り組んでおり、さ
まざまな家族の要請に対応できるようにしている。福祉サー
ビスの内容の変更にあたり、従前の内容から著しい変更や不
利益が生じないように配慮されている。

Ⅲ 1 (3) ①利用者満足の向上を目的と
する仕組みを整備し、取組を
行っている。

ａ

・施設では適宜に利用者・家族満足度調査を実施しており、
調査担当者の設置をはじめ結果を分析し、利用者参画のもと
検討会議を開催している。また分析結果は施設運営会議や
サービス担当者会議においても報告され共有する流れとして
いる。
・日々の関わりをはじめ食事に関する嗜好調査を定期的に実
施しており、意向や要望の把握に努めている。ケアカンファ
レンスにも利用者・家族の出席を積極的に進めており、意向
をプランに反映させることに努めている。また、毎月の施設
運営会議やユニット会議、各委員会などで利用者・家族の意
向をサービス向上に繫げるよう話し合っている。

Ⅲ 1 (4) ①苦情解決の仕組みが確立し
てお、周知・機能している。

ａ

・苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦情受付担当者
の設置、第三者委員の設置）が整備されており、受付と解決
を図った記録が適切に保管している。また、検討内容や対応
策については、利用者や家族等に必ずフィードバックしたう
えで、公表する流れとしている。
・今回行った利用者調査や家族アンケートの「不満や要望は
言いやすく、実際に対応してくれるか」の設問においても高
い満足度が得られており、適切な対応がなされていることが
伺える。ただし、対応できないことに関する説明責任を期待
する声も聴かれている。

Ⅲ 1 (4) ②利用者が相談や意見を述べ
やすい環境を整備し、利用者
等に周知している。

ａ

・入居時には契約書と重要事項説明書によって、苦情申立先
の受付窓口や外部窓口としての行政機関とその他苦情受付機
関を説明している。また、ケアプランを見直す際には事前に
聞き取ったり、ケアカンファレンスへの出席を促して、意向
や要望を把握している。
・苦情など把握した事項については運営会議で検討し、施設
長判断のもと迅速な対応を行う体制が整っている。利用者が
相談したり意見を述べたりする際に、相談や意見を述べやす
いスペースで行ったり、複数の方法や相手を自由に選べるこ
とを説明している。

Ⅲ 1 (4) ③利用者からの相談や意見に
対して、組織的かつ迅速に対
応してる。

ａ

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、対応策
の検討等について定めたマニュアル等を整備している。ま
た、職員は、日々のサービスの提供において、利用者が相談
しやすく意見を述べやすいように配慮し、適切な相談対応と
意見の傾聴に努めており、利用者調査の結果からも適切な対
応がなされていることがうかがえる。
・アンケートの実施や意見箱の設置等、利用者の意向や要望
を把握することに取り組んでいる。把握した内容について、
検討に時間がかかる場合に状況を速やかに説明することにし
ている。迅速な対応することを大切にしており、サービスの
質の向上に取り組んでいる。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅲ 1 (5) ①安心・安全な福祉サービス
の提供を目的とするリスクマ
ネジメント体制が構築されて
いる。

ａ

・施設では高齢化や重度化傾向が進行していることを踏ま
え、リスクマネジメントに関する責任者の明確化を計ること
を目的に、リスクマネジメントに関する委員会を設置するな
どの体制を整備している。事故発生時の対応と安全確保につ
いては、手順（マニュアル）等を明確にして職員へ周知に努
めている。
・利用者の安心と安全を脅かす事例の収集を行っており、収
集した事例をもとに発生要因を分析し、改善策・再発防止策
を検討・実施している。さらに、安全確保・事故防止に関す
る研修を行って注意喚起を促し、事故防止策等の安全確保策
の実施状況や実効性について、定期的に評価・見直しに取り
組んでいる。

Ⅲ 1 (5) ②感染症の予防や発生時にお
ける利用者の安全確保のため
の体制を整備し、取組を行っ
ている。

ａ

・感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を作成した
り、定期的に感染症の予防や安全確保に関する研修を開催し
て、予防対策に取り組んでいる。
・地域において各種の感染症が発生した際には、保健所や法
人内の医療機関などから情報が提供され対策を講じることに
している。施設内で風邪やインフルエンザなどの感染症が発
生した際には、毎日状況確認を行い対策に取り組んでいる。

Ⅲ 1 (5) ③災害時における利用者の安
全確保のための取組を組織的
に行っている。

ａ

・消防計画書に基づき、年間を通じて定期的に各種訓練を
行っている。また、防災マニュアルを作成しており、災害時
の対応方法を明示したり、食料や備品類等の備蓄リストを作
成して管理している。
・非常災害時の対応についてもマニュアルに整備しており、
施設一丸となって対応できるようにしている。非常災害時に
は自動通報装置が設置されており、消防や理事長など関係部
署へ連絡が自動で繋がるようになっている。

Ⅲ 2 (1) ①提供する福祉サービスにつ
いて標準的な実施方法が明文
化され福祉サービスが提供さ
れている。

ａ

・業務マニュアルに基づき、利用者へのサービスを行ってい
る。施設全体として業務の標準化を図るためのマニュアルを
設けて業務の標準化に取り組んでいる。各種のマニュアル
は、委員会において見直しや新たな資料を追加して、常に標
準化した支援が提供できるように取り組んでいる。
・業務全般に関するマニュアルを設けており、入職時研修や
オリエンテーションなどの機会において説明し、法人（施
設）として標準化した支援方法の周知に努めている。各種の
マニュアルは事務室をはじめ各部署に常置しており、いつで
も閲覧できるようにしている。

Ⅲ 2 (1) ②標準的な実施方法について
見直しをする仕組みが確立し
ている。

ａ

・マニュアルは適宜見直しをしており、変更にあたっては各
委員会等を通じて確認のうえ実施している。また、利用者
個々の標準的な実施方法の検証・見直しに関しては、日常的
な申し送りやユニット会議で検証し、サービス担当者会議に
おいて定期的に見直しに取り組んでいる。
・このカテゴリーにおける職員自己評価の結果は、リーダー
職員の約７割、一般職員の４割が「できていない所がある」
と回答している。マニュアルやケアプランに関するマネジメ
ントの更なる周知に取り組まれたい。

Ⅲ 2 (2) ①アセスメントにもとづく個
別的な福祉サービス実施計画
を適切に策定している。

ａ

・利用開始時をはじめ、入居後の集中的な様子観察時、３か
月ごとのモニタリングなどを通じて、アセスメントの見直し
に取り組んでおり、常に最新の利用者情報を共有できるよう
にしている。また、医療機関からの退院時や看取り介護を開
始する際などを通じてもアセスメントの見直しに取り組んで
いる。
・アセスメントシートは、ADLを中心に記載できるような書
式になっているが、更衣、整容、睡眠などの項目については
介助の有無や介助方法のみ記載できる形式に留まっている。
自立支援に向けて、必要とされる各項目を精査して、アセス
メントに盛り込むことが望まれる。さらに、必要に応じて適
宜加筆訂正することも望まれる。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

Ⅲ 2 (2) ②定期的に福祉サービス実施
計画の評価・見直しを行って
いる。

ａ

・介護職員が３か月毎にケアプランのモニタリングを実施し
ており、ケアプランの進捗状況を確認するとともに、満足度
も把握する仕組みが整っている。ただし、ケアプランの達成
状況の確認など、個々の内容については、さらに質の向上を
目指すことが必要とされるように見受けられた。
・利用者一人ひとりの特性や望む生活などを、職員個々が丁
寧にアセスメントしてモニタリングに繋げ、支援に反映させ
ている。コミュニケーションが困難な利用者にもレクリエー
ションや行事を楽しんでもらったり、モニタリングから上
がってきた情報をもとにケアプランの作成に繋げている。

Ⅲ 2 (3) ①利用者に関する福祉サービ
ス実施状況の記録が適切に行
われ、職員間で共有化されて
いる。

ａ

・利用者の身体状況や生活状況などが記載されたアセスメン
トに加え、喫食状況、水分摂取状況、排泄、入浴、健康状態
などの個別記録によって、利用者の状態を把握している。ま
た、記録する職員によって内容に差異が生じないように、記
録内容や書き方などの記録要領の作成や職員への指導等に取
り組んでいる。
・朝礼や夕礼をはじめ、利用者情報の共有を目的としてユ
ニット会議・リーダー会議等を定期的に開催して共有できる
ようにしている。また、各専門職間の情報については、PCを
中心に申し送り、申し送りノート、カンファレンス等で共有
し支援に努めている。

Ⅲ 2 (3) ②利用者に関する記録の管理
体制が確立している。

ａ

・情報管理規程に基づき、パスワードを用いたアクセス権限
の設定やＰＣを限定して機密性の高い情報の漏洩防止に取り
組んでいる。ＰＣソフトや施設内ネットワークシステムの充
実を図り、ケアプランや各種の利用者データは必要に応じて
閲覧できるようになっている。
・情報の重要性や機密性をもとに情報を提供できるパソコン
を限定したりパスワードなどのアクセス権限を設けて保護共
有に取り組んでいる。個人情報保護規程等により、利用者の
記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を定めて
いる。

付 1 ①利用者一人ひとりに応じた
一日の過ごし方ができるよう
工夫している。

ａ

・利用者一人ひとりがその人らしく生活できるように、入居
前に入居者本人・家族の要望を確認して、生活習慣や食生活
が継続して行えるように支援している。買い物、外出、ユ
ニット活動での余暇活動など、思い思いの生活が楽しめるよ
う入居前の生活の継続性に配慮し、個別支援や自立支援につ
なげている。
・利用者の要望や意見を把握して、思い思いに過ごしてもら
うことを原則としている。日中は共有スペースで過ごしても
らうことを推奨しているが、居室で趣味活動を行ったり、
ベッドで横になったりすることも自由としている。共有ス
ペースや居室間の移動についても自由とされている。

付 1 ②利用者一人ひとりに応じた
コミュニケーションを行って
いる。

a

・生活歴や趣味、嗜好等の聞き取りをした上で意向を尊重す
る支援に取り組んでいる。アセスメントはコミュニケーショ
ン能力や提供するサービスを分類し、介護上の課題に関して
具体的な介護が提供できるように記載されている。排泄、入
浴、食事では個別の状況に合わせてサービス提供し、趣味活
動へは無理強いすることなく自然に参加できるよう側面から
促しをしている。
・重度化し自ら訴えることのできない利用者も多いが、個別
の担当を配置し状態把握に努めながら利用者の意向を常に吸
い上げている。会話の不足している利用者には特に気を配
り、日常生活の各場面でも話をしてもらえるようにしてい
る。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

付 2 ①入浴介助、清拭等を利用者
の心身の状況に合わせて行っ
ている。

a

・入浴は、機械浴、リフト浴、一般浴、個浴の４種類の浴槽
を、利用者や家族の意向を取り入れながら、座位、立位の残
存機能を活かし、心身状況に応じた状況判断を多職種間で行
い決定している。状態変化時には、ケース記録をもとに入居
者の状態に合わせて浴槽の選択や介助方法を決定して安全で
快適な入浴支援に努めている。
・入浴時には、必ずタオルで体を覆うなど、プライバシーや
羞恥心に配慮する介助に努めている。認知症の入居者に対し
ては、無理強いすることなく、声掛けに工夫したり入浴日を
変更するなど柔軟に対応している。

付 2 ②排せつ介助を利用者の心身
の状況に合わせて行ってい
る。

ａ

・重度化に伴い排泄介助の必要な利用者は、約９割に達して
いる。排泄チェック表の尿量から排泄リズムの把握により座
位保持可能であればトイレに誘導して個別排泄支援としてお
り、できるだけトイレで座るような支援に努めている。便秘
解消には水分を多く摂ってもらうようにするとともに、多職
種との連携により乳製品などの提供により自然排便を促して
いる。
・排泄介助では羞恥心に配慮して速やかに誘導して扉の開閉
や消臭にも配慮している。オムツ交換やトイレ誘導は定時及
び必要に応じて個別の時間に実施している。トイレの掃除は
介護職員も業務の合間に確認し汚れたら随時掃除をしてい
る。施設見学を行った際にも清潔な排泄環境が整備されてい
ることが確認できている。

付 2 ③移乗、移動を利用者の心身
の状況に合わせて行ってい
る。

ａ

・利用者全体の約７割が車イスを移動手段としている。でき
る限り自力で移動できるような支援に取り組んでいる。ま
た、車イスの使用方法や移乗移動については、機能訓練指導
員による利用者一人ひとりにあった車イスの選定をはじめ、
出来る限り自立して移乗できるように環境整備に努めてい
る。
・安全で自立した移乗（移動）を支援するために、居室内の
家具や備品などの配置に配慮している。居室内にポータブル
トイレを配置する際には、利用者と相談の上、適切な位置を
決定している。ベッドへの安全な移乗を支援するために、
ベッドの高さを固定したり、可変式の介助バーを設置したり
している。

付 2 ④褥瘡の発生予防を行ってい
る。

a

・皮膚の状態確認、清潔の確保の方法等、褥瘡の予防につい
て、取り組んでおり、利用者の心身の状況に応じた体位変換
や姿勢の変換を行っている。褥瘡予防のための基本的知識を
職員に周知するため研修を開催したり、栄養面から予防する
ために、利用者1人ひとりの食事の摂取状況を把握して栄養管
理に取り組んでいる。
・褥瘡予防という観点からオムツの選定や、自立支援、排便
コントロール等、さまざまな角度から、紙オムツ・パット・
紙パンツの種類とその使い方を利用者一人ひとりに合わせて
工夫しながら個別支援に取り組んでいる。寝たきりの利用者
には定期的に陰部の清潔などスキンケアにも取り組んでい
る。

付 3 ①食事をおいしく食べられる
よう工夫している。

a

・各ユニットで炊飯や盛り付けを行って、家庭らしく喫食で
きるようにしている。また、食事に関する嗜好調査をもと
に、翌々月には出来る限り意向に沿った食事を提供したり、
お楽しみメニュー、麺の日、パンの日選択おやつなどを工夫
して提供している。選択食を実施している。
・食席は、個々の状況に応じて食事介助の必要な利用車を中
心に、本人の意向や利用者同士の相性、車イス移動の動線な
どに配慮して会話を楽しめるように食事環境を整えている。
また、重度化した利用者のテーブルやイスには、衝撃を和ら
げるためにクッションなどのカバーをつけて事故防止に努め
ている。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

付 3 ②食事の提供、食事介助を利
用者の心身の状況に合わせて
行っている。

a

・栄養ケアマネジメントでは栄養スクリーニングで利用者の
体重からＢＭＩを測定し栄養障害に対する特徴的な所見を判
別し、栄養アセスメントでは血液検査の結果を踏まえ、疾
病、食事形態、嗜好を考慮しながら栄養状態の把握をしてい
る。
・それらを基に栄養ケア計画が策定されており、本人・家族
の意向も明記されている。各専門職が参加するカンファレン
スで個別栄養ケア計画が策定される。水分摂取量の把握も合
わせて実施しており、専門職が情報を共有しながら利用者の
栄養状態の維持・改善に努めている。

付 3 ③利用者の状況に応じた口腔
ケアを行っている。

ａ

・定期的な歯科や歯科衛生士の訪問によって、介護職員は摂
食指導を受け、最後まで経口摂取ができるよう、利用者の咀
嚼・嚥下状態の把握に努めている。また、食事前の口腔体操
など、個別に応じて必要な支援を実施している。
・トロミを使用する場合にはケアカンファレンスで検討し家
族にも了解を得ている。なめらか食では糖質を分解する酵素
を入れることでむせ込みがなくなった利用者もいる。嚥下状
態に合わせて、経口摂取ができるよう歯科医、栄養士、介護
職員、看護職員、管理栄養士、歯科医師が連携して状態を観
察し、極力経口摂取が行えるよう支援している。

付 4 ①利用者が終末期を迎えた場
合の対応の手順を確立してい
る。

【未実施】

付 5 ①認知症の状態に配慮したケ
アを行っている。

a

・認知症の利用者についても、食堂を兼ねた共有スペースに
おいて日中過ごしてもらえるようにしている。大型テレビや
ソファーなども配置され、くつろげる空間作りに取り組んで
いる。職員も共有スペースで利用者と一緒に過ごすことを心
がけており、様子観察を行いながら会話に取り組んでいる。
・利用者が日常生活の中で家事などの役割が持てるように工
夫しており、状態によっては居室の片づけやタオルたたみ、
下膳などを職員と一緒行うように支援している。また、職員
に対して認知症の医療・ケアなどについて最新の知識・情報
を得られるよう研修を実施しており、周辺症状について分析
を行い、支援内容を検討している。

付 5 ②認知症高齢者が安全・安心
に生活できるよう、環境の整
備を行っている。

a

・認知症の利用者には、利用者の心地よい呼びかけや支援に
努めている。排泄や入浴などの介護拒否がある利用者には職
員が個別に対応しながら、円滑に支援が提供できるようにし
ている。共有スペースにはソファやイスが置かれ、利用者や
面会者が寛げる空間がある。廊下をはじめ館内は充分な広さ
がある。
・利用者一人ひとりの生活習慣を考慮して、起床、就寝、排
泄等の時間を決めたり、食事や入浴などは規則正しい日常生
活を過ごしてもらうために時間や回数を決めている。ケース
記録に個々の特徴を記載し、他入居者とトラブルにならない
よう注意している。また、判断能力の低下や認知症状の変化
を早期発見し、医師・医療機関との連携など必要な対応を
行っている。

付 6 ①利用者の心身の状況に合わ
せ機能訓練や介護予防活動を
行っている。

a

・利用者一人ひとりの個別機能訓練計画が作成されており、
３か月を期間として機能訓練を実施し定期的な見直しに取り
組んでいる。入居時には機能訓練指導員による身体評価を実
施して訓練をスタートさせることにしている。また、専門的
な見地からの支援や介護職員への直接的な指導も実施してい
る。
・計画策定以降は、具体的な訓練の実施・定期的なモニタリ
ング・評価と見直しという一連マネジメントサイクルも確立
している。その内容は、カンファレンスなどの場において報
告され、チームプレイが適切にできるようにしている。一人
ひとりに応じた機能訓練のプログラムを作成し、実施、評
価、見直しをしている。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

付 7 ①利用者の体調変化時に、迅
速に対応するための手順が確
立している。

ａ

・利用者の健康状態については、看護記録に記載しているほ
か、朝のミーティングなどを活用して多職種間で情報共有を
図っている。利用者が急変した場合は、急変時のマニュアル
に沿って対応している。
・利用者の状態に変化が生じた場合には、状況を把握し受診
が必要であれば専門医に受診しており、夜間の場合の熱発や
ベッドからの転落など、オンコールで対応している。場合に
よっては、救急搬送になる場合もあり、特に救急搬送対応に
ついては、夜間緊急マニュアルの改訂版に準じて対応してい
る。

付 7 ②感染症や食中毒の発生予防
を行っている。

ａ

・感染症や食中毒の発生予防・対応方法についてはマニュア
ルの整備をはじめ、個別テーマを設定した施設内研修を季節
に合わせて毎年実施している。また、地域において各種の感
染症が発生した際には、保健所や関係機関などから適宜情報
が提供され対策を講じることにしている。
・施設内で風邪やインフルエンザなどの感染症が発生した際
には、毎日状況確認を行い、朝礼での周知や文書での検証な
どに取り組んでいる。必要な手洗器・消毒薬の設備機器が設
置されている。家族、来苑者への手洗い、手指消毒の呼びか
けをしている。

付 8 ①施設の建物・設備につい
て、利用者の快適性に配慮し
ている。

b

・各ユニットや居室をはじめ、浴室やトイレなど施設見学を
行った際にも適切な環境が整備されている様子が確認できて
いる。ただし、家族アンケートの自由意見欄には、「さらに
ベッド回りの環境を改善してほしい」とする声など様々な声
が聞かれていたことを踏まえ、更なる改善に取り組むことが
望まれる。
・建物・設備の点検を定期的に行い、問題点については改善
する等、快適性や安全を維持する取り組みをしている。備品
類の点検を定期的に行い、常に故障や不具合、汚れなどが無
いように維持する取り組みをしている。イス、テーブル、
ベッドなどの家具、床・建物について、落ち着けるような雰
囲気づくりに配慮している。
　

付 9 ①利用者の家族との連携を適
切に行っている。

b

・日頃の生活の様子を家族に伝える方法としては、面会や電
話を中心として適宜取り組んでいる。利用者の近況報告につ
いては面談になっていることから、書式を用いて定期的に伝
えることを検討されたい。また、ケアプランの見直しや改訂
を行う際に開催するカンファレンスには、できる限り家族の
出席を依頼している。引き続き多くの家族の出席が得られる
カンファレンスの開催が望まれる。
・家族へは毎月発行している広報誌「土浦晴山苑通信」を郵
送しており、年間の行事予定をはじめ実施した行事も同時に
伝えている。利用者の過ごし方を家族に分かりやすく伝える
ことを大切にしており、写真などを数多く用いビジュアルで
伝えることにしている。

付 1 (1) ①身だしなみや清潔保持につ
いて、利用者の状態や意思を
反映した支援を行っている。

a

・更衣支援は基本的な考え方は、「起床就寝時」、「汚染
時」、「入浴時」など、利用者の心身状況に沿って支援する
ことにしている。全利用者を対象とした更衣は、入浴時や全
身清拭後に行うことを原則としており、日々の起床就寝時に
は「自立度の高い利用者」や「医療的な側面から日々の更衣
が必要」などに限っての対応になっている。
・起床就寝時に整容支援を実施しており、必要に応じて暖か
い蒸しタオルを用いて気分を爽快にしてもらうことにしてい
る。さらにアセスメントへの具体的な内容を明示することも
望まれる。入浴後の「爪切り」、「髭剃り」などについても
支援内容も含め、業務が標準化できるような仕組み作りが望
まれる。
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

付 1 (2) ①利用者の理・美容につい
て、利用者の状態や意思を反
映した支援を行っている。

a

・１日の生活リズムを整えるために、起床後、就寝前に更衣
支援を原則として行っている。起床時、支援の必要ない人へ
は、なるべく自立を促しながらホットタオルを使用して、必
要な支援を実施している。更衣については、無理強いするこ
となくアセスメント見直しやカンファレンス時に、家族や本
人の意向確認して支援を行っている。髪型や化粧などは利用
者の意思で決めている。
・理美容については施設内で有料で受けられるようになって
おり、希望によってサービスを受けられるようにしている。
家族の同行のもと、馴染みの美容室でカットやパーマを受け
ることも自由としている。入浴後には爪切りを施すなど、清
潔で衛生的な身体状態の維持に努めている。

付 2 (1) ①転倒防止のための取り組み
を実施している。

a

・安全な移動・移乗介助を行うために、日々の申し送りやケ
アカンファレンスなどの機会を通じて職員への注意喚起を促
している。特に、ベッド～車イス、車イス～ベッド移乗を安
全に行うために、ベッドの高さを調整したり、可動式の介助
バーを設置している。必要に応じて、離床センサーを設置し
て、危険への予知に努めている。
・車イスの利用者が増加傾向にあるため、「移動・移乗介
助」や「シーティング」をテーマとした施設内研修を開催
し、安全性の高い介助を目指されたい。

付 3 (1) ①身体拘束の廃止について明
確な対応策を講じている。

a

・月1回定例開催の身体拘束廃止委員会にて拘束状況の確認、
廃止に向けて取り組んでいる。委員会を定期的に開催して情
報発信することで共通認識をもち、身体拘束の回避に繋げて
いる。具体的にはベットサイドマット、自動ブレーキ付き車
イスなどを使用することで身体拘束を防ぐことが出来てお
り、施設として「身体拘束ゼロ」を目指している。
・利用者とその家族に対して、身体拘束廃止に向けて説明
し、了承を得ているが、緊急やむを得ない場合の対応方針に
ついて明文化して周知に努めている。明確な理由があって身
体拘束を行った場合には、本人・家族へ説明して了解を得て
いる。

付 3 (1) ②利用者を傷つけるような職
員の言動、介護放棄等の虐待
が行われないための具体策を
講じている。

ａ

・現在、虐待や虐待に類似することが発生したとの報告はな
いが、苑内研修などを通じて高齢者虐待防止法の趣旨の理解
に努め、行政や関係機関と連携して対処する仕組みを整えて
いる。また、身体拘束等防止委員会の中でのマニュアルの整
備や年間研修の中でも題材として取り上げている。
・利用者の居室に入る時に声かけをしたり、入浴や排泄の介
助の際に身体をタオルで覆うなど羞恥心への配慮を大切にし
ている。介護場面を観察した際にも、利用者にしか分からな
いような声かけを行い、トイレに誘導している様子も見受け
られた。

付 3 (2) ①必要な利用者には成年後見
制度や日常生活自立支援事業
の利用情報の提供など支援を
行っている。

b

・利用開始時に重要事項説明書や契約書を説明する際には、
必要に応じて成年後見制度についても丁寧な説明を心がけて
いる。特に老々介護や高齢者の単身世帯などを対象に実施し
て、将来に対する不安の解消に努めている。また、利用開始
時にすでに成年後見人がいる場合についは、家族と同様に情
報提供を行い連携を図ることを伝えている。
・成年後見制度に関する資料（書式）については、関係機関
が作成したものを揃えているが、さらに分かりやすい書式を
設けることも望まれる。また、職員自己評価では一般職員の
半数以上が、成年後見制度や日常生活自立支援事業について
「知らない・わからない」と回答していることが懸念され
る。

付 4 (1) ①預かり金は、利用者の希望
に沿って適切に管理してい
る。

【非該当】
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（特別養護老人ホーム）

対
象
分
類

項
目

細目
評価
結果

判断根拠・特記事項等

福祉サービス第三者評価結果（個票）

【事業所名：特別養護老人ホーム土浦晴山苑】

付 5 (1) ①良好な介護を行うための人
員が十分に確保されている。

b

・９名のユニットリーダー研修修了者を各ユニットに配置し
て、組織の運営と人材マネジメントに取り組んでいる。ユ
ニットリーダーに対しては、権限の委譲も行い組織運営の意
識を高めている。
・施設は過去４年間（平成２７年～平成３０年）で約５０名
の退職者を出しており、人材の定着・育成が大きな課題で
あった。それらの状況を踏まえ、経営層は日常的に職員と会
話する機会を設けたり、現場をラウンドして改善に努めた。
本年度は訪問調査の時点で「退職者ゼロ」になっており、経
営層の取り組みの成果が出ていることがうかがえる。
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